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水
産
庁
は
９
月
３０
日
、
平

成
２４
年
度
水
産
予
算
概
算
要

求
の
概
要
を
公
表
し
た
。

水
産
関
係
の
概
算
要
求

は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧

・
復
興
枠
要
求
額
１
４
９
５

億
３２
百
万
円
を
含
め
一
般
会

計
総
額
３
４
３
６
億
９６
百
万

円
で
、
対
前
年
度
比
７１
・
７

％
増
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

公
共
予
算
に
つ
い
て
も
復

旧
・
復
興
枠
４
９
５
億
６１
百

万
円
を
加
え
、
計
１
２
７
４

億
７８
百
万
円
（
前
年
度
比
７１

・
７
％
増
）
と
大
幅
な
増
額

要
求
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
水
産
基
盤
整
備
は
１
２

５
３
億
４
百
万
円
（
内
復
旧

・
復
興
枠
４
９
１
億
９１
百
万

円
）
の
７３
・
２
％
増
、
漁
港

海
岸
は
６
億
９１
百
万
円
の
１０

・
１
％
減
、
災
害
復
旧
は
１４

億
８３
百
万
円
（
内
復
旧
・
復

興
枠
３
億
７０
百
万
円
）
の
３３

・
２
％
増
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
を
３
４
４
億

２６
百
万
円
（
対
前
年
比
８
・

４
％
増
）
（
復
旧
・
復
興
枠

を
含
む
）
と
地
域
自
主
戦
略

交
付
金
（
内
閣
府
計
上
）
を

要
求
・
要
望
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
水
産
基
盤
、
海
岸

の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

水
産
基
盤
整
備
事
業
で

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
、
全

国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
、
漁
港
施
設
の
耐
震
・

耐
津
波
強
化
・
長
寿
命
化
等

の
重
要
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
水
産
基
本
計
画
と
の

密
接
な
連
携
の
も
と
、
次
期

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の

検
討
を
行
い
、
今
年
度
末
を

め
ど
に
次
期
長
期
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、

�
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

漁
港
等
の
甚
大
な
被
害
を
踏

ま
え
、
被
災
し
た
漁
港
等
の

復
興
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
東
海
地
震
や
東
南
海

・
南
海
地
震
の
対
策
強
化
地

域
等
に
お
け
る
漁
港
の
緊
急

防
災
対
策
を
推
進

�
流
通
拠
点
漁
港
に
お
け

る
高
度
衛
生
管
理
対
策
や
水

産
環
境
整
備
に
よ
る
水
産
資

源
回
復
対
策
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。
【
４
面
に

水
産
基
盤
整
備
事
業
概
算
要

求
の
表
】

そ
の
主
な
内
容
は
、
通
常

分
と
し
て
、

〇
地
震
・
津
波
に
対
す
る

漁
港
及
び
背
後
集
落
の
安
全

確
保
の
た
め
の
避
難
施
設
・

避
難
路
の
整
備
、
地
震
・
津

波
に
対
す
る
漁
港
施
設
の
機

能
強
化
を
実
施
す
る
地
震
津

波
防
災
対
策
の
推
進

〇
特
定
第
３
種
漁
港
な
ど

の
流
通
拠
点
漁
港
に
お
い

て
、
安
全
安
心
な
水
産
物
の

安
定
供
給
と
老
朽
化
対
策
を

図
る
た
め
、
高
度
衛
生
管
理

型
荷
さ
ば
き
所
、
岸
壁
等
の

整
備
を
推
進

〇
沖
合
資
源
の

増
大
を
図
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
漁
場
整

備
、
水
産
生
物
の

生
活
史
に
対
応
し

た
藻
場
・
干
潟
か

ら
沖
合
域
ま
で
の

良
好
な
生
息
環
境

を
一
体
的
に
整
備

す
る
水
産
環
境
整

備
を
推
進

復
旧
・
復
興
枠

に
よ
り
、

〇
拠
点
漁
港
に

お
け
る
流
通
・
防

災
機
能
強
化
、
水

産
加
工
場
等
漁
港

施
設
用
地
の
嵩
上

げ
・
排
水
対
策
な

ど
漁
港
の
地
盤
沈

下
対
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
漁

場
の
生
産
力
回
復

の
た
め
の
整
備
、

被
災
し
た
漁
業
集

落
に
お
け
る
地
盤

嵩
上
げ
と
生
活
基

盤
の
一
体
整
備
等
を
実
施

〇
東
海
地
震
、
東
南
海
・

南
海
地
震
の
対
策
強
化
地
域

等
に
お
い
て
、
漁
港
の
防
災

対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
外

郭
施
設
等
の
機
能
強
化
や
避

難
路
等
の
緊
急
整
備
を
実
施

ま
た
、
こ
れ
ら
を
推
進
す

る
た
め
の
新
規
・
拡
充
事
項

と
し
て

〇
東
海
地
震
、
東
南
海
・

南
海
地
震
の
対
策
強
化
地
域

等
に
お
い
て
、
地
震
・
津
波

に
対
す
る
漁
港
及
び
背
後
集

落
の
安
全
確
保
の
た
め
の
避

難
施
設
・
避
難
路
の
整
備
、

地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
波

堤
、
岸
壁
等
漁
港
施
設
の
機

能
強
化
等
の
実
施

〇
輸
出
に
も
対
応
で
き
る

水
準
の
高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
の
普
及
・
拡
大
を

図
る
た
め
、
荷
さ
ば
き
所
の

付
帯
施
設
と
し
て
「
衛
生
管

理
設
備
」
の
追
加

を
要
求
し
て
い
る
。

漁
港
漁
場
整
備
部
関
係
の

非
公
共
事
業
で
は
、
近
年
沿

岸
域
の
開
発
等
に
よ
り
減
少

し
て
い
る
藻
場
が
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
更
に
深
刻
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
日

本
沿
岸
域
の
藻
場
の
状
況
に

つ
い
て
、
人
工
衛
星
画
像
、

航
空
写
真
を
解
析
し
、
更
に

は
現
場
調
査
等
を
行
い
、
統

一
的
な
手
法
に
よ
り
藻
場
の

位
置
及
び
面
積
を
算
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
震
災
に
よ
る

被
害
等
を
受
け
た
藻
場
の
効

果
的
・
効
率
的
な
修
復
に
資

す
る
「
日
本
沿
岸
域
藻
場
再

生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
」
と

漁
港
の
エ
コ
化
を
推
進
す
る

た
め
、
実
証
試
験
等
を
通
じ

て
、
発
電
施
設
の
塩
害
・
鳥

害
対
策
、
漁
港
内
で
の
発
電

・
電
力
消
費
の
最
適
な
組
み

合
わ
せ
の
検
討
手
法
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
採

算
性
検
討
手
法
等
に
つ
い
て

解
明
す
る
「
漁
港
の
エ
コ
化

推
進
事
業
」
を
新
規
要
求
す

る
と
と
も
に
、
強
い
水
産
業

づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
を
要

求
し
て
い
る
。

な
お
、
漁
港
漁
場
整
備
部

は
、
１０
月
２１
日
（
金
）
の
午

後
、
農
林
水
産
省
７
階
講
堂

で
関
係
予
算
の
要
求
内
容
の

説
明
会
を
行
う
予
定
。

http : //www.gyokou.or.jp/

水
産
基
盤
整
備
予
算
の

平
成
２４
年
度
概
算
要
求

は
、
要
求
・
要
望
額
７
６

１
億
１３
百
万
円
（
対
前
年

度
比
１
０
５
・
２
％
）
と

今
般
の
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
対
策
要
求
額

４
９
１
億
９１
百
万
円
を
合

わ
せ
、
１
２
５
３
億
４
百

万
円
（
対
前
年
度
比
１
７

３
・
２
％
）
を
要
求
し
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
及

び
地
域
自
主
戦
略
交
付
金

（
内
閣
府
計
上
）
を
活
用

し
、
漁
港
漁
場
整
備
や
漁

港
漁
村
環
境
整
備
等
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。２４

年
度
概
算
要
求
の
第

一
の
柱
は
、

東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復

興
と
防
災
対

策
で
す
。
大

震
災
に
よ
り

被
災
し
た
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
に
つ
い
て
は
、

漁
港
関
係
等
災
害
復
旧

事
業
（
主
に
２３
年
度
補

正
予
算
で
対
応
予
定
）

と
水
産
基
盤
整
備
事
業

を
用
い
て
速
や
か
な
復

旧
・
復
興
を
図
り
ま
す
。

水
産
基
盤
整
備
事
業
で

は
、
被
災
地
対
策
と
し
て
、

拠
点
漁
港
に
お
け
る
流
通

・
防
災
機
能
の
強
化
、
水

産
加
工
場
等
漁
港
施
設
用

地
の
嵩
上
げ
・
排
水
対
策

な
ど
漁
港
の
地
盤
沈
下
対

策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
漁
場
の
生
産
力
回
復

の
た
め
の
整
備
や
被
災
し

た
漁
業
集
落
に
お
け
る
地

盤
嵩
上
げ
と
生
活
基
盤
の

一
体
整
備
等
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
被
災
地
以
外

で
は
東
海
地
震
や
東
南
海

・
南
海
地
震
の
対
策
強
化

地
域
等
に
お
い
て
、
地
震

津
波
に
対
す
る
漁
港
及
び

背
後
集
落
の
安
全
確
保
の

た
め
の
避
難
施
設
・
避
難

路
の
整
備
や
外
郭
施
設
の

機
能
強
化
な
ど
の
防
災
対

策
を
緊
急
的
に
実
施
し
ま

す
。第

二
、
第
三
の
柱
は
、

流
通
拠
点
の
衛
生
管
理
対

策
と
水
産
資
源
の
回
復
対

策
で
す
。

前
者
で
は
、
特
定
第
３

種
漁
港
な
ど
の
流
通
拠
点

漁
港
に
お
い
て
、
安
全
・

安
心
な
水
産
物
の
安
定
供

給
と
老
朽
化
対
策
を
図
る

た
め
、
高
度
衛
生
管
理
型

荷
捌
き
所

・
岸
壁
等

の
整
備
を

推
進
し
、

後

者

で

は
、
沖
合

資
源
の
増
大
を
図
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
と
と

も
に
、
水
産
生
物
の
生
活

史
に
対
応
し
た
藻
場
・
干

潟
か
ら
沖
合
域
ま
で
の
良

好
な
生
息
環
境
を
一
体
的

に
整
備
す
る
水
産
環
境
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
現
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
は
本
年
が
５

年
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、

被
災
地
の
復
興
・
復
旧
、

全
国
的
な
防
災
・
減
災
対

策
、
漁
港
・
漁
村
の
エ
コ

化
等
の
新
た
な
課
題
に
も

対
応
す
る
た
め
、
水
産
基

本
計
画
と
の
密
接
な
連
携

の
も
と
、
来
年
度
を
目
指

し
次
期
長
期
計
画
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
必
要
な
予
算

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
全

国
の
漁
港
漁
場
関
係
者
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
努
力

し
て
参
る
所
存
で
す
の

で
、
ご
支
援
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

平成２３年１０月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）
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震
災
復
旧
で
前
年
比
７１
％
増

平
成
２４
年
度
水
産
予
算
概
算
要
求

平
成
２４
年
度
水
産
基
盤
予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長

橋
本

牧
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平成２４年度水産予算概算要求の概要
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平
成
２３
年
度
の
「
海
・
川

の
名
人
」
が
選
定
さ
れ
た
。

名
人
の
選
定
委
員
会
は
、

８
月
３１
日
に
三
会
堂
ビ
ル
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

今
年
度
推
薦
の
あ
っ
た
名
人

候
補
者
に
加
え
、
昨
年
度
推

薦
さ
れ
た
が
名
人
に
選
定
さ

れ
な
か
っ
た
候
補
者
も
含
め

て
選
定
を
行
っ
た
。

海
・
川
の
名
人
選
定
は
２

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

名
人
の
選
定
に
は
苦
労
し
た

が
、
昨
年
度
検
討
し
た
今
年

度
の
応
募
基
準
を
基
に
選
考

委
員
会
内
で
検
討
し
、
そ
れ

に
基
づ
く
形
で
２０
名
（
海
の

名
人
１４
名
、
川
の
名
人
６
名
）

の
名
人
候
補
者
を
選
定
し

た
。そ

の
後
、
事
務
局
よ
り
名

人
候
補
者
に
対
し
て
、
「
氏

名
等
の
公
表
」、
「
高
校
生
に

よ
る
取
材
」
の
可
否
に
つ
い

て
確
認
を
取
り
、
各
候
補
者

よ
り
了
解
を
得
た
こ
と
か

ら
、
名
人
と
し
て
決
定
し
た
。

（
決
定
し
た
名
人
に
つ
い
て

は
別
表
参
照
）

今
後
は
１０
月
か
ら
１２
月
に

か
け
て
、
原
則
２
回
高
校
生

に
よ
る
名
人
へ
の
聞
き
書
き

（
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

名
人
の
言
葉
の
み
を
使
っ
て

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
）
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

（
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
、
日
本
の
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
を
良
く
す
る
全
国
集

会
（
仮
称
）
を
開
催
す
る
。

本
年
は
全
国
漁
港
漁
場
大

会
を
中
止
し
た
こ
と
も
あ

り
、
平
成
２４
年
度
水
産
基
盤

整
備
事
業
予
算
の
概
算
要
求

概
要
及
び
次
期
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
等
の
説
明
、
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
に
対
す
る

意
見
発
表
な
ど
を
行
う
集
会

を
開
催
す
る
。

集
会
終
了
後
に
例
年
行
っ

て
い
る
要
請
行
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

〇
日
時

平
成
２３
年
１２
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
約
３
時

間
〇
場
所

発
明
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京

都
港
区
虎
ノ
門
２
～
９
～
１４

発
明
会
館
）

な
お
、
前
日
の
１１
月
３０
日

（
水
）
午
後
に
は
第
１５
回
海

岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
砂
防
会

館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

開
催
さ
れ
る
予
定
。
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平
成
２３
年
度
「
海
・
川
の
名
人
」
決
定

水水産産基基盤盤整整備備事事業業（（公公共共））

知
恵
や
技
術
の
発
展
に
貢
献

平成２３年「海・川の名人」の皆さん

水水産産基基盤盤整整備備事事業業（（復復興興・・公公共共））

漁 港 漁 場 月 報

漁漁港港関関係係等等災災害害復復旧旧事事業業（（公公共共））

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

日本の漁港・漁場・漁村を良くする

全国集会（仮称）を開催

全国漁港漁場協会

海海岸岸事事業業（（漁漁港港海海岸岸））

��	�



提
言
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
状
況
、
被
災
後
か

ら
現
時
点
ま
で
の
対
応
状

況
、
三
陸
地
域
で
の
過
去
の

地
震
津
波
の
対
応
等
を
踏
ま

え
、
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ

て
の
考
慮
す
べ
き
視
点
を
４

つ
に
整
理
し
、
こ
れ
ら
視
点

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

と
具
体
的
な
提
案
が
示
さ
れ

て
い
る
。
本
提
言
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

【
視
点
�
】
正
し
い
災
害

リ
ス
ク
の
認
識
に
基
づ
い
た

生
業
と
暮
ら
し
の
構
築

（
基
本
的
な
考
え
方
）

�
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を

正
し
く
認
識
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
新
し
い
生
業
と
暮
ら

し
の
形
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

�
「
災
害
に
強
い
漁
業
地

域
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
平
成
１８
年
３
月
、
水
産
庁
）」

の
基
本
思
想
で
あ
る
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た

総
合
的
な
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
。

�
防
災
（
減
災
）
の
基
本

は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
避
難

す
る
こ
と
（
自
助
）
で
あ
る

と
い
う
思
想
も
広
く
啓
蒙
す

べ
き
。

�
水
産
物
の
流
通
加
工
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
漁
港
で

は
、
災
害
リ
ス
ク
を
正
し
く

評
価
し
た
上
で
、
市
場
や
流

通
等
の
業
務
が
早
期
に
再
開

で
き
る
よ
う
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

�
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、

可
能
な
限
り
分
散
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

（
具
体
的
な
提
案
）

�
多
様
な
選
択
肢
の
提
示

高
台
移
転
を
唯
一
の
選
択

肢
と
す
る
の
で
は
な
く
、
災

害
リ
ス
ク
を
正
し
く
認
識

し
、
「
避
難
」
「
減
災
」
と
い

う
視
点
を
も
ち
、
住
民
に
対

し
て
、
多
様
な
選
択
肢
を
提

示
す
る
べ
き
。

�
漁
業
地
域
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
及
び
施
設
配
置

災
害
リ
ス
ク
低
減
の
観
点

か
ら
、
４
つ
の
ゾ
ー
ン
（
堤

外
、
堤
内
・
低
地
、
堤
内
・

高
地
、
高
台
）
に
分
類
し
、

漁
港
施
設
及
び
漁
村
の
生
活

環
境
に
係
る
配
置
計
画
を
検

討
す
る
べ
き
。

�
避
難
対
策

想
定
さ
れ
て
い
る
津
波
の

到
達
時
間
等
の
周
知
を
含

め
、
住
民
の
津
波
被
害
に
対

す
る
認
識
、
意
識
の
向
上
が

必
要
。
ま
た
、
集
落
の
孤
立

防
止
の
対
策
が
必
要
。

�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ

ｉ
ｔ
ｙ

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

電
気
・
機
械
類
を
は
じ
め

と
し
た
施
設
配
置
の
工
夫
や

施
設
の
代
替
措
置
、
陸
揚
げ

か
ら
出
荷
に
至
る
一
連
の
シ

ス
テ
ム
単
位
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
、
漁
船
・
漁
具
の
確
保
、

漁
港
の
早
期
復
旧
等
の
観
点

が
必
要
。
ま
た
、
特
定
第
３

種
漁
港
等
で
は
施
設
や
漁
船

防
護
の
た
め
、
漁
港
事
業
に

よ
る
津
波
対
策
を
行
う
べ

き
。【

視
点
�
】
地
域
の
自
主

性
、
独
自
性
を
踏
ま
え
た
復

興
（
基
本
的
な
考
え
方
）

�
漁
村
は
、
資
源
が
あ
る

と
こ
ろ
に
人
が
住
み
つ
き
漁

業
を
中
心
と
す
る
生
産
活
動

と
生
活
が
一
体
的
に
営
ま
れ

る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
十
分
踏
ま
え
、
復
旧
・
復

興
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
と

生
活
の
一
体
性
に
配
慮
す
る

こ
と
が
必
要
。

�
復
興
計
画
は
行
政
が
一

方
的
に
決
め
る
べ
き
も
の
で

は
な
く
、
地
元
住
民
や
地
元

水
産
関
係
者
等
の
意
向
が
最

大
限
尊
重
さ
れ
た
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

�
漁
港
を
集
約
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
地
域
の
漁
業
の

あ
り
方
、
漁
業
者
の
生
活
の

態
様
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ

と
に
繋
が
る
た
め
、
慎
重
に

対
応
す
べ
き
。

�
被
災
者
が
漁
業
活
動
を

再
開
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
と
さ
れ
る
最
小
限
の
漁
港

施
設
の
復
旧
は
早
急
に
全
て

行
わ
れ
る
べ
き
。

�
復
興
の
過
程
に
お
い
て

は
、
地
域
の
漁
業
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
関
係
者
間
で
将

来
的
な
漁
業
や
漁
港
の
あ
り

方
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て

議
論
を
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

�
復
興
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
が
も
つ
固

有
の
資
源
を
活
か
す
な
ど
地

域
の
独
自
性
の
あ
る
将
来
に

夢
の
も
て
る
計
画
と
す
る
こ

と
が
必
要
。

（
具
体
的
な
提
案
）

�
目
標
を
も
っ
た
復
興
計

画
の
策
定

個
々
の
地
区
の
現
状
及
び

将
来
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
、
時
間
軸
を
定
め
目
標
を

明
確
化
し
た
計
画
（
達
成
目

標
を
定
め
た
計
画
）
と
す
る

こ
と
が
必
要
。

�
漁
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

確
保可

能
な
限
り
既
存
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
壊
さ
な
い
よ
う
、

確
保
す
る
こ
と
に
配
慮
す
る

べ
き
。

�
多
様
な
年
齢
層
へ
の
就

労
機
会
の
配
慮

高
齢
者
を
は
じ
め
希
望
者

が
い
つ
で
も
漁
業
を
再
開
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
、
支
援
策
に
配

慮
す
る
べ
き
。
一
方
、
中
長

期
的
観
点
か
ら
、
若
者
が
参

入
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
な

ど
の
後
継
者
対
策
を
始
め
と

す
る
水
産
振
興
の
観
点
が
重

要
。【

視
点
�
】
復
興
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
た
地
域
力
の
向

上
、
他
産
業
と
の
連
携

（
基
本
的
な
考
え
方
）

�
よ
り
多
く
の
人
々
、

様
々
な
分
野
の
人
々
に
復
興

プ
ロ
セ
ス
に
参
画
し
て
も
ら

う
べ
き
。
ま
た
、
地
域
に
お

け
る
話
し
合
い
を
通
じ
て
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め

る
べ
き
。

�
水
産
業
の
復
旧
・
復
興

の
過
程
で
生
ま
れ
た
共
同

化
、
協
業
化
の
取
り
組
み
を

将
来
の
新
し
い
漁
業
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
大
事
に
育
て
る
こ
と
が
重

要
。�

地
域
の
復
興
に
あ
た
っ

て
は
、
関
連
産
業
、
観
光
、

交
流
、
福
祉
等
の
分
野
の

人
々
と
の
連
携
を
促
進
し
、

水
産
業
の
６
次
産
業
化
を
図

り
、
地
域
力
を
向
上
さ
せ
る

と
い
う
視
点
が
重
要
。

�
低
地
等
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
地
域
力
の
向
上

等
の
た
め
、
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
が
重
要
。

（
具
体
的
な
提
案
）

�
地
域
の
協
議
会
の
設
置

行
政
、
民
間
企
業
、
住
民
、

漁
業
者
等
が
同
じ
輪
の
中
で

議
論
し
話
し
合
う
場
を
持
つ

こ
と
が
必
要
。
復
旧
・
復
興

に
あ
た
り
、
有
効
に
機
能
し

た
地
域
復
興
協
議
会
な
ど
が

有
効
。

�
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築平

素
か
ら
広
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
努
め
る
と
と

も
に
、
被
災
時
に
明
ら
か
に

な
っ
た
絆
を
よ
り
強
固
な
共

生
・
活
性
化
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
継
承
、
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
。�

水
産
業
の
共
同
化
や
協

業
化協

業
化
つ
い
て
適
切
に
助

言
す
る
こ
と
の
で
き
る
経
営

に
詳
し
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

参
画
が
必
要
。
ま
た
、
メ
リ

ッ
ト
を
見
出
せ
る
漁
業
に
お

い
て
は
将
来
こ
れ
を
核
と
し

た
新
た
な
水
産
振
興
シ
ス
テ

ム
の
構
築
へ
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

�
沿
岸
海
域
の
資
源
の
維

持
早
期
に
漁
場
の
調
査
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
効
用
を
維
持
・
復

旧
さ
せ
る
た
め
の
対
策
の
検

討
が
必
要
。

�
６
次
産
業
化
等
の
推
進

固
有
の
地
域
資
源
を
有
効

利
用
す
る
と
と
も
に
、
観
光

と
の
連
携
、
高
付
加
価
値
化
、

６
次
産
業
化
等
の
推
進
を
図

る
こ
と
が
必
要
。

�
低
地
等
の
土
地
利
用

地
域
の
６
次
産
業
化
、
観

光
・
交
流
の
促
進
、
次
世
代

に
被
災
を
伝
え
て
い
く
場
等

と
し
て
、
水
産
物
販
売
施
設
、

体
験
交
流
の
場
、
津
波
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
な
ど
有
効
利

用
を
図
り
、
地
域
の
再
生
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
。

�
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

自
立
分
散
型
で
災
害
に
強

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
始
め
、
漁
船
や
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
の
電
化
や
冷
凍

機
、
製
氷
機
の
高
効
率
設
備

の
導
入
な
ど
に
よ
る
漁
業
地

域
の
省
エ
ネ
・
省
コ
ス
ト
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

【
視
点
�
】
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
た
復
旧

（
基
本
的
な
考
え
方
）

�
復
旧
の
過
程
と
復
興
の

過
程
は
明
確
に
分
け
て
考
え

る
べ
き
。

�
「
あ
る
べ
き
復
興
」
の

姿
を
延
々
と
議
論
し
続
け
た

結
果
、
本
来
被
災
者
に
最
も

必
要
と
さ
れ
て
い
る
復
旧
が

遅
れ
る
様
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

�
三
陸
の
主
要
産
業
で
あ

る
水
産
業
は
季
節
性
の
あ
る

産
業
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認

識
す
る
こ
と
が
必
要
。

�
国
や
地
方
公
共
団
体

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
支
援

の
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と

が
必
要
。

（
具
体
的
な
提
案
）

�
主
要
漁
港
毎
の
関
係
機

関
に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置

主
要
漁
港
に
は
、
漁
港
復

興
計
画
の
策
定
と
そ
の
進
行

管
理
を
す
る
た
め
、
国
、
地

方
公
共
団
体
（
県
や
市
町

村
）
、
漁
業
者
、
関
係
企
業

の
代
表
等
か
ら
構
成
さ
れ
る

協
議
の
場
を
早
期
に
設
置
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

�
情
報
の
共
有
化

現
場
の
情
報
や
課
題
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
逐
次
、

行
政
と
現
場
の
漁
業
者
等
が

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
早
期
の
復
旧
に
そ
れ
ら

の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
。

�
施
設
復
旧
の
優
先
順
位

漁
業
活
動
再
開
の
準
備
が

整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

泊
地
や
航
路
、
漁
船
が
発
着

で
き
る
岸
壁
や
物
揚
場
等
の

漁
業
活
動
再
開
に
必
要
な
漁

港
施
設
に
つ
い
て
、
優
先
的

に
応
急
復
旧
を
は
じ
め
早
期

復
旧
を
行
う
べ
き
。
ま
た
、

漁
村
を
復
旧
す
る
事
業
と
漁

港
施
設
等
の
復
旧
を
す
る
事

業
の
横
断
的
な
連
携
を
取
り

つ
つ
、
一
体
的
な
復
旧
と
し

て
推
進
す
る
視
点
が
重
要
。

�
市
町
村
が
管
理
す
る
漁

港
海
岸
施
設
へ
の
国
の
支
援

市
町
村
が
管
理
す
る
防
潮

堤
等
の
津
波
を
対
象
と
す
る

施
設
の
整
備
に
対
し
て
は
、

例
え
ば
、
特
別
な
財
政
支
援
、

国
に
よ
る
直
轄
工
事
、
代
行

制
度
な
ど
、
特
別
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
。�

瓦
礫
の
処
理
の
た
め
の

取
り
決
め
等

行
政
、
民
間
企
業
、
漁
業

者
等
に
よ
る
瓦
礫
対
策
協
議

会
等
の
設
置
や
事
前
の
災
害

協
定
締
結
な
ど
の
取
り
組
み

が
必
要
。
さ
ら
に
、
瓦
礫
の

有
効
利
用
と
し
て
、
漁
港
や

漁
場
の
整
備
へ
の
利
用
も
促

進
す
る
こ
と
が
必
要
。

（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
で
は
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
と
今
後
の

津
波
防
災
・
減
災
対
策
に
少

し
で
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
１２
月

２
日
開
催
予
定
）
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
こ
の
提
言
を
広

く
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

【
漁
業
地
域
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
】
メ
ン

バ
ー〇

座
長
・
水
産
業

長
野
章
（
公
立
は
こ
だ
て

未
来
大
学
名
誉
教
授
）

〇
水
産
業

山
下
東
子
（
明
海
大
学
経

済
学
部
教
授
）

宮
田
勉
（
独
立
行
政
法
人

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
水
産
研
究
所
経
営
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
主
幹
研
究
員
）

〇
水
産
基
盤

浅
川
典
敬
（
独
立
行
政
法

人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

水
産
工
学
研
究
所
水
産
土
木

工
学
部
主
幹
研
究
員
）

〇
津
波
・
防
災

藤
間
功
司
（
防
衛
大
学
校

シ
ス
テ
ム
工
学
群
建
設
環
境

工
学
科
教
授
）

〇
地
域
づ
く
り

後
藤
春
彦
（
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
創
造
理
工
学
部

長
、
同
大
学
院
研
究
科
長
教

授
）宮

崎
隆
昌
（
日
本
大
学
生

産
工
学
部
創
生
デ
ザ
イ
ン
学

科
教
授
、
建
築
学
科
教
授
）

〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

今
村
文
彦
（
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
・
工
学
部

災
害
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
）田

中
淳
（
東
京
大
学
大
学

院
情
報
学
環
総
合
防
災
情
報

研
究
セ
ン
タ
ー
長
教
授
）

～～財財団団法法人人漁漁港港漁漁場場漁漁村村技技術術研研究究所所～～
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漁漁業業地地域域のの復復旧旧・・復復興興にに向向けけてて

漁業地域復興支援ＰＴ提言

漁業地域の４ゾーン分類

漁 港 漁 場 月 報

（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、

大
学
及
び
研
究
機
関
等
の
有
識
者
に
よ
る
「
漁
業

地
域
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座
長：

長
野
章

（
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
名
誉
教
授
））」

を
本
年
５
月
に
設
置
し
、
計
３
回
の
会
合
と
現
地

視
察
を
重
ね
、
今
後
の
漁
業
地
域
の
復
旧
・
復
興

を
図
っ
て
い
く
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
視
点
や
考

え
方
に
つ
い
て
、
震
災
後
半
年
を
迎
え
る
９
月
１１

日
に
一
つ
の
節
目
と
し
て
提
言
を
行
っ
た
。

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

漁漁漁漁漁漁漁漁業業業業業業業業地地地地地地地地域域域域域域域域のののののののの復復復復復復復復旧旧旧旧旧旧旧旧・・・・・・・・復復復復復復復復興興興興興興興興をををををををを考考考考考考考考ええええええええるるるるるるるる

漁港漁場漁村技術研究所シンポジウム

（財）漁港漁場漁村技術研究所は（社）全国漁

港漁場協会との共催で１２月２日（金）午後１時

から、東京都内の都市センターホールコスモスホ

ールで、シンポジウム「漁業地域の復旧・復興を

考える」を開催する。

シンポジウムでは、大津波により被害した漁業

地域の一日も早い復興と中日本から西日本の太平

洋沿岸における今後の津波防災・減災対策の推進

のため、当該研究所が設置した「漁業地域復興支

援プロジェクトチーム」の提言「漁業地域の復旧

・復興に向けて」を踏まえながら、関係者が一緒

に漁業地域の復旧・復興を考える。

内容は、前半に越澤明教授（北海道大学大学院

工学研究科）による「日本の災害復興の歴史を踏

まえた漁業地域の復旧・復興」などの基調講演、

後半では長野章（公立はこだて未来大学名誉教授）

ら７名のパネリストによるパネルディスカッショ

ンが予定されている。

参加費は無料。お問い合わせ、参加申込みは事

務局の（財）漁港漁場漁村技術研究所へ。

電話 ０３・５８３３・３２２０

ＦＡＸ ０３・５８３３・３２２１

申し込み等の詳細については、（財）漁港漁場漁

村技術研究所のホームペ―ジをご参照下さい。

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｉｆｉｃ．ｏｒ．ｊｐ／）

～大津波による被害を踏まえて～

��� �����

１２
月
２
日
開
催



（
社
）
青
森
県
漁
港
漁
場

協
会
は
９
月
２９
日
に
平
成
２３

年
度
青
森
県
漁
港
漁
場
整
備

事
業
研
修
会
を
青
森
市
内
の

水
産
ビ
ル
で
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
か

ら
の
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の

効
率
的
発
展
に
資
す
る
た

め
、
県
内
漁
港
漁
場
関
係
者

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ

て
い

る

も

の

で
、
今
年
度
が

１１
年

目

と

な

る
。参

集
者
は
県

及
び
市
町
村
の

漁
港
漁
場
関
係

職
員
、
水
産
関

係
団
体
及
び
漁

協
の
役
職
員
、

魚
礁

関

係

企

業
、
漁
港
漁
場

建
設
に
関
係
す

る
事
務
局
職
員
及
び
団
体
等

で
約
１
７
０
名
が
参
加
し

た
。研

修
会
に
先
立
ち
主
催
者

を
代
表
し
て
越
善
靖
夫
会
長

（
東
通
村
長
）
が
開
催
の
目

的
等
に
つ
い
て
挨
拶
し
、
続

い
て
県
農
林
水
産
部
水
産
局

漁
港
漁
場
整
備
課
石
戸
谷
満

課
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
述
べ

た
。研

修
会
は
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
整
備
課
海
外
水

産
土
木
専
門
官
藤
田
智
輝
氏

に
よ
る
「
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、
県
農
林
水
産

部
水
産
局
漁
港
漁
場
整
備
課

主
幹
西
谷
正
治
氏
と
主
査
中

村
卓
史
氏
の
講
演
に
続
き
、

む
つ
市
漁
業
協
同
組
合
統
括

兼
総
務
課
長
木
村
悟
氏
、
鰺

ヶ
沢
漁
業
協
同
組
合
青
年
漁

業
士
生
駒
司
氏
、
広
和
（
株
）

海
洋
部
長
重
政
芳
幸
氏
、
Ｋ

Ｋ
２１
高
層
礁
研
究
会
（
神
鋼

建
材
工
業
（
株
）
課
長
）
幸

田
隆
史
氏
が
講
演
の
後
、
元

青
森
県
東
青
地
域
県
民
局
長

中
島
久
宜
氏
に
よ
る
「
私
が

見
た
青
森
県
の
漁
村
と
漁

業
」
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ

た
。研

修
会
終
了
後
、
会
場
を

同
市
内
の
「
ア
ラ
ス
カ
」
に

移
し
、
約
９０
名
が
出
席
し
て

越
善
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
る

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
研

修
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し

た
。

（
社
）
大
分
県
漁
港
協
会

（
会
長
・
藤
本
昭
夫
姫
島
村

長
）
は
、
大
分
県
漁
港
漁
村

整
備
課
、
水
産
振
興
課
と
の

共
催
で
、
９
月
３０
日
に
大
分

市
内
の
都
イ
ン
大
分
パ
ル
テ

ィ
ー
ル
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
２３
年
度
漁
港
漁
場
担
当

職
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
漁
港
・

漁
場
の
整
備
等
を
担
当
す
る

県
職
員
及
び
市
町
村
職
員
の

技
術
研
鑽
、
情
報
共
有
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
県
・
市

町
村
か
ら
４７
名
が
参
加
し

た
。研

修
会
は
午
後
１
時
２０
分

に
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
港

漁
村
整
備
課
の
軸
丸
課
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
途
中
休
憩

を
と
り
な
が
ら
午
後
５
時
に

終
了
し
た
。
長
時
間
の
研
修

で
あ
っ
た
が
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
る
な
ど
有
意
義
な

研
修
会
で
あ
っ
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
今

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮

城
県
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い

て
、
漁
港
漁
村
整
備
課
河
野

主
査
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

津
波
被
害
の
惨
状
を
実
際

に
目
の
当
た
り
に
し
た
時
の

心
境
や
、
被
災
し
た
漁
港
施

設
等
の
状
況
、
復
旧
・
復
興

の
た
め
に
第
一
線
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
方
た
ち
の
奮
闘

が
伝
え
ら
れ
た
。
震
災
か
ら

７
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
な
か
、
あ
ら
た
め
て

地
震
・
津
波
の
恐
怖
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
被
災
し
た
地
域
の
１
日

で
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

演
題
と
講
師
は
次
の
通

り
。「

大
分
県
の
漁
港
整
備
事

業
に
つ
い
て
」
漁
港
漁
村
整

備
課
企
画
調
査
班
主
幹

森

道
徳
氏

「
流
木
等
被
害
対
策
緊
急

防
除
事
業
に
つ
い

て
」
漁
業
管
理
課

団
体
流
通
班
主
査

渡
邉
新
吾
氏

「
大
分
県
の
漁

港
建
設
に
つ
い

て
」
漁
港
漁
村
整

備
課
建
設
班
主
幹

甲
斐
毅
氏

「
漁
港
の
管
理

に
つ
い
て
」
漁
港

漁
村
整
備
課
管
理

予
算
班
課
長
補
佐

石
川
信
二
氏

「
大
分
県
の
漁
場
整
備
に

つ
い
て
」
水
産
振
興
課
漁
場

整
備
班
主
任

甲
斐
智
之
氏

「
東
日
本
大
震
災
宮
城
県

職
員
災
害
派
遣
報
告
」
漁
港

漁
村
整
備
課
建
設
班
主
査

河
野
勝
氏

（
社
）
福
岡
県
漁
港
漁
場

協
会
は
、
福
岡
県
水
産
振
興

課
の
協
力
を
得
て
平
成
２３
年

度
市
町
水
産
関
係
担
当
者
研

修
会
を
９
月
５
日
午
後
１
時

か
ら
福
岡
市
の
「
ホ
テ
ル
レ

ガ
ロ
福
岡
」
で
県
・
市
町
の

参
加
者
４６
名
で
開
催
し
た
。

県
内
市
町
の
漁
港
漁
場
関

係
担
当
者
を
対
象
と
し
た
も

の
で
、
今
年
度
も
水
産
庁
、

県
か
ら
講
師
を
招
き
次
期
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
、
各

種
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の
説

明
を
行
っ
た
【
写
真
】。

午
後
１
時
か
ら
（
社
）
福

岡
県
漁
港
漁
場
協
会
の
八
並

会
長
、
福
岡
県
水
産
振
興
課

有
江
課
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

研
修
に
入
り
、
午
後
５
時
ま

で
の
長
時
間
で
あ
っ
た
が
参

加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

【
内
容
及
び
講
師
】

「
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
」
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
計
画
課

安
田
企
画
係
長

「
漁
場
整
備
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
」
福
岡
県
水
産
振

興
課
漁
場
整
備
係

的
場
技

術
主
査

「
産
地
水
産
業
強
化
支
援

事
業
に
つ
い
て
」
福
岡
県
水

産
振
興
課
養
殖
流
通
係

中

山
事
務
主
査

「
福
岡
県
水
産
業
振
興
対

策
事
業
に
つ
い
て
」
福
岡
県

水
産
振
興
課
養
殖
流
通
係

宮
崎
事
務
主
査

「
災
害
に
強
い
漁
港
等
整

備
事
業
に
つ
い
て
」
福
岡
県

水
産
振
興
課
漁
港
整
備
係

泉
技
術
主
査

熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
安
田
公
寛
天
草
市

長
）
は
１０
月
１１
日
午
後
４
時

か
ら
熊
本
市
の
「
ホ
テ
ル
熊

本
テ
ル
サ
」
で
平
成
２３
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

安
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
福
島
淳
熊
本
県
農
林
水

産
部
長
、
田
中
潤
兒
（
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
２２
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

並
び
に
剰
余
金
処
分
案
、
平

成
２３
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
、
平
成
２４
年
度
か

ら
の
会
費
改
正
案
を
提
案
通

り
議
決
し
た
。

島
根
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長＝

宇
津
徹
男
浜
田

市
長
）
は
８
月
２５
～
２６
日
、

松
江
市
の
松
江
東
急
イ
ン
で

島
根
県
漁
港
漁
場
整
備
課
の

協
力
を
得
て
、
第
３９
回
漁
港

漁
場
担
当
職
員
研
修
会
を
開

催
し
た
。

県
・
市
町
村
の
漁
港
漁
場

担
当
者
の
他
、
漁
村
災
害
対

策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
も
対
象
に

約
５０
名
が
参
加
。

角
田
成
功
島
根
県

漁
港
漁
場
協
会
副

会
長
の
挨
拶
の

後
、
講
演
が
行
わ

れ
た
。
１
日
目
は

１３
時
４０
分
か
ら
１７

時
４０
分
ま
で
、
２

日
目
は
９
時
か
ら

１１
時
３０
分
ま
で
、

盛
り
沢
山
の
内
容
で
参
加
者

は
熱
心
に
聴
講
し
た
。
演
題

と
講
師
は
次
の
通
り
。

「
減
災
計
画
に
つ
い
て
」

（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技
術

研
究
所
第
１
調
査
研
究
部
長

中
村
隆
氏

「
津
波
全
般
に
つ
い
て
」

応
用
地
質
（
株
）
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
本
部
地
震
防
災
部

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

早
川

譲
氏「

津
波
に
対
す
る
構
造
物

設
計
の
考
え
方
」
（
株
）
エ

イ
ト
日
本
技
術
開
発
河
川
・

港
湾
事
業
部
港
湾
分
野
統
括

木
村
一
朗
氏

「
災
害
派
遣
に
つ
い
て
」

島
根
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁

場
整
備
課
企
画
員

森
山
広

喜
氏「

漁
港
の
管
理
に
つ
い
て
」

島
根
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁

場
整
備
課
主
幹

藤
原
和
彦

氏
、
主
任

河
井
真
理
子
氏

「
水
産
基
盤
整
備
事
業
実

施
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

島
根
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁

場
整
備
課
主
幹

飯
塚
武
志

氏
、
企
画
員

桐
原
仁
氏

（
十
月
一
日
付
）
【
漁
港

漁
場
整
備
部
へ
の
転
入
】
整

備
課
総
括
班
助
成
係
長
（
増

殖
推
進
部
栽
培
養
殖
課
総
括

班
調
整
係
長
）
池
谷
喜
代
子

【
漁
港
漁
場
整
備
部
外
へ
の

転
出
】
漁
政
部
加
工
流
通
課

総
括
班
調
整
係
長
（
整
備
課

総
括
班
助
成
係
長
）
鈴
木
清

９
月
８
日
（
木
）

小
浜
市
漁
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
吉
田
明
氏

９
月
１５
日
（
木
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
専

務
理
事
原
口
健
二
氏
、
同
協

会
副
参
事
高
橋
猛
氏

９
月
２９
日
（
木
）

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
会

長
理
事
鈴
木
俊
一
氏

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地でででででででででででででででででででででででででででででででででででで活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発にににににににににににににににににににににににににににににににににににに研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
整
備
事
業
の
効
率
的
発
展
探
る
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平成２４年度水産基盤整備事業概算要求の概要

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
、１
７
０
人
が
参
加

熱心に聴講する関係者

ボランティアも参加

島根県漁港漁場協会

漁 港 漁 場 月 報

様々な角度から講演

被
災
地
支
援
へ
職
員
派
遣

次期長期計画など学ぶ

福岡県漁港漁場協会

被災地の状況を報告

大
分
県
漁
港
協
会
、
現
地
の
様
子
を
報
告

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

漁漁
港港
往往
来来

自
９
月
１
日

至
９
月
３０
日

熊
本
県
漁
港
漁

場
協
会
が
総
会

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動
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